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有
形
文
化
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（
建
造
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）

　　

杉
並
能
楽
堂
舞
台
は
、
狂
言
大
蔵
流
山
本
東
次
郎
家
に
伝
存
さ
れ
て
き

た
能
舞
台
で
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
本
郷
弓
町
（
文
京
区
）
に
見

所
（
け
ん
し
ょ
）
付
能
舞
台
と
し
て
建
て
ら
れ
、
震
災
後
の
昭
和
四
年
（
一

九
二
九
）
に
、
当
地
へ
移
築
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
、
能
楽
は
「
式
楽
」
と
し
て
幕
府
か
ら
保
護
さ
れ
、
ま
た
能
、

狂
言
役
者
は
各
藩
で
も
抱
え
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
維
新
に
よ
っ
て
護
持

者
を
失
い
、
能
楽
界
は
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
。
豊
後
国
岡
藩
の
江
戸
詰

藩
士
で
あ
っ
た
山
本
家
は
、
維
新
後
、
一
時
帰
藩
し
て
い
た
が
、
明
治
一

一
年
（
一
八
七
八
）
初
代
山
本
東
次
郎
が
上
京
し
て
大
蔵
流
を
背
負
い
、

そ
の
芸
を
継
承
し
た
。
四
世
山
本
東
次
郎
則
壽
氏
は
、
昭
和
四
七
年
（
一

九
七
二
）
に
四
世
東
次
郎
を
襲
名
し
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
国

の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
に
認
定
さ
れ
た
。

　

杉
並
能
楽
堂
舞
台
は
、
舞
台
（
桁
行
一
間
、
梁
間
一
間
、
一
重
、
入
母

屋
造
、
鉄
板
葺
）
及
び
脇
座
（
庇
内
、
高
欄
付
）
、
後
座
（
桁
行
一
間
、

梁
間
一
間
、
一
重
、
切
妻
造
、
鉄
板
葺
）
、
橋
掛
（
桁
行
三
間
、
梁
間
一
間
、

一
重
、
切
妻
造
、
鉄
板
葺
）
を
は
じ
め
、
橋
掛
か
ら
接
続
す
る
鏡
の
間
、
楽
屋
、

後
廊
下
か
ら
な
る
。
そ
の
建
築
的
特
徴
を
列
挙
す
る
と
、
㈠
舞
台
と
見
所

を
別
棟
と
し
て
い
る
、
㈡
舞
台
、
脇
座
、
後
座
の
寸
法
が
古
式
に
の
っ
と
っ

て
い
る
、
㈢
床
下
に
足
拍
子
の
音
響
的
効
果
を
高
め
る
と
さ
れ
る
甕
が
八

つ
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
舞
台
鏡
板
に
描
か
れ
た

老
松
の
構
図
な
ど
、
江
戸
時
代
に
「
式
楽
」
と
し
て
行
わ
れ
た
雰
囲
気
を

留
め
て
い
る
。

　

杉
並
能
楽
堂
舞
台
は
、
狂
言
大
蔵
流
山
本
東
次
郎
家
の
伝
統
を
守
る

舞
台
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
都
内
に
現
存
す
る
能
舞
台
と
し
て
は
、
靖

国
神
社
の
芝
能
楽
堂
に
次
い
で
古
く
、
舞
台
と
見
所
を
別
棟
と
し
て
建

て
ら
れ
た
江
戸
時
代
の
「
式
楽
」
と
し
て
の
演
能
形
式
を
と
ど
め
る
も

の
と
し
て
、
演
劇
建
築
史
上
か
ら
も
貴
重
で
あ
る
。

　

杉
並
能
楽
堂


